
1998年出土の木簡
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３
　
発
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関
　
　
台
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七
軒
町
遺
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調
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会

４
　
調
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担
当
者
　
加
藤
晋
平

・
小
俣
　
悟

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

池
之
端
七
軒
町
遺
跡
は
台
東
区
の
西
端
に
あ
り
、
武
蔵
野
台
地
東
側
上
野
台

と
本
郷
台
の
間
の
根
津
谷
に
位
置
し
、
不
忍
池
の
北
西
の
緩
斜
面
上
に
立
地
す

る
。
今
回
の
調
査
は
警
視
庁
上

野
寮
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

当
地
周
辺
は
近
世
以
前
に
は

池
に
面
し
た
湿
地
が
広
が
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
江
戸
時

代
に
整
地
さ
れ
て
町
屋
が
成
立

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
地
に
は

寛
永
四
年

（
三
ハ
七
こ

建
立

の
曹
洞
宗
慶
安
寺
が
所
在
し
て

い
た
が
、
大
正
年
間
に
杉
並
区
に
移
転
し
現
存
し
て
い
る
。
周
囲
に
は
東
隣
に

下
野
喜
連
川
藩
足
利
家
上
屋
敷
、
北
側
に
は
富
山
藩
前
田
家
中
屋
敷
な
ど
が
存

在
し
て
い
た
。
慶
安
寺
に
関
す
る
記
録
に
は
、
文
政
二
年

（
一
人
一
九
）
頃
編

纂
の

『御
府
内
備
考
続
篇
』
、
明
治

一
〇
年

（
一
八
七
七
）
発
刊
の

『寺
院
明
細

簿
―
曹
洞
宗
』
が
あ
り
、
各
々
境
内
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

検
出
遺
構
は
、
伽
藍
を
構
成
す
る
建
物
の
基
礎
、
井
戸
と
繋
が
る
竹
樋
を
有

す
る
小
溝
、
廃
棄
坑
、
墓
坑
、
地
業
と
し
て
の
整
地
層
で
あ
る
。
主
要
な
建
物

基
礎
は
敷
地
西
側
と
中
央
南
側
で
検
出
さ
れ
、
境
内
図
と
対
比
す
る
と

「庫

裏
」
と

「本
堂
」
に
対
応
す
る
。
墓
域
は
南
側
に
広
が
っ
て
い
る
。
低
地
に
形

成
さ
れ
た
遺
跡
の
た
め
木
製
品

。
木
材
な
ど
が
良
好
に
遺
存
し
て
い
る
。

墓
域
は
南
東
部
と
南
西
部
の
主
に
二
地
点
に
分
か
れ
、
大
ま
か
に
四
期
に
区

分
さ
れ
る
。
Ｉ
期
が

一
七
世
紀
末
―

一
人
世
紀
初
頭
、
Ⅱ
期
が

一
人
世
紀
前
半
、

Ⅲ
期
が

一
人
世
紀
後
半
、
Ⅳ
期
が

一
人
世
紀
末
―

一
九
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
、

Ｉ
期
は
南
西
部
を
中
心
と
し
、
Ⅱ
期
に
南
東
部
に
も
広
が
り
、
Ⅲ
期
に
は
南
西

部
が
断
絶
し
、
Ⅳ
期
が
北
側
へ
と
広
が
る
。
埋
葬
形
態
と
し
て
は
、
土
葬
の
場

合
、
斐
棺

。
方
形
木
棺

・
円
形
木
棺

（早
桶
）
な
ど
が
あ
り
、
火
葬
で
は
陶
磁

器

・
土
器
な
ど
の
蔵
骨
器
が
見
ら
れ
る
。

埋
葬
施
設
か
ら
の
出
土
遺
物
は
多
量
で
あ
り
、
し
か
も
木
製
品
も
多
い
た
め

に
未
整
理
の
も
の
も
あ
り
、
今
回
紹
介
で
き
る
の
は
報
告
書
に
掲
載
し
た
も
の

と
、
紹
介
し
た
も
の
の
詳
細
は
未
掲
載
の
墓
誌

一
点

（２０
）
の
み
で
あ
る
。
こ

の
他
に
多
数
の
木
製
塔
婆
な
ど
の
墨
書
が
出
上
し
て
い
る
。
な
お
今
回
、
報
告

(東京東北部)



書
掲
載
分
の
も
の
に
つ
い
て
、

８
　
本
衡
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容
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六
人
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一
部
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改
め
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と
こ
ろ
が
あ
る
。
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1998年出上の木簡
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戯
⇔
『
斐

廻

卜

墓

い
ｌ
①
は
長
方
形
木
棺
の
副
葬
品
で
、
方
形
の
木
製
駒
入
れ
に
入
っ
た
将
棋

の
駒

一
組
分
。
他
に
キ
セ
ル
な
ど
が
あ
り
、
被
葬
者
は
男
性
と
推
測
さ
れ
る
。

⑪
は
円
形
木
棺
に
転
用
さ
れ
て
い
た
桶
で
、
側
面
と
底
面
に
墨
書
を
有
し
、

ま
た
底
面
に
は
焼
印
も
見
え
る
。
底
面
の
墨
書

「
三
斗
六
升
入
」
か
ら
本
来
は

酒
か
醤
油
の
檸
と
推
測
さ
れ
る
。

⑩
は
円
形
木
棺
の
本
蓋
。
櫛
な
ど
が
副
葬
さ
れ
被
葬
者
は
女
性
と
推
測
さ
れ

る
。
口
は
甕
棺
の
木
蓋
。
表
面
に
埋
葬
方
向
で
あ
る

「前
」
、
裏
面
に
墓
誌
が

墨
書
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
妙
善
比
丘
尼
が
寛
政
八
年

（
一
七
九
工◇

七
月

（廿
三
日
か
）
に
死
亡
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
副
葬
品
に
扇
の
本
製
柄
が

あ
り
、
副
葬
品
か
ら
も
被
葬
者
は
女
性
と
判
断
さ
れ
る
。

⑫
は
円
形
木
棺
の
副
葬
品
で
巡
礼
札
で
あ
る
。
「宝
永
八
幸
卯
天
」
の

「天
」

は

「年
」
の
こ
と
で
あ
り
、
宝
永
八
年

（
一
七
一
３

に
本
郷
追
分
町

（現
。
東

京
都
文
京
区
本
郷
）
の
中
山
氏
妻
女
が
秩
父
巡
礼
に
行
っ
た
時
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
他
の
副
葬
品
に
櫛
が
あ
り
、
被
葬
者
は
女
性
と
推
定
さ
れ
、
「中
山
氏
妻

女
」
に
該
当
し
よ
う
。
巡
礼
札
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
あ
え
て
推
測
す



れ
ば
、
被
葬
者
は
巡
礼
前
後
に
死
亡
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑬
は
甕
棺
の
木
蓋
で
、
ロ
ｌ
⑮
は
そ
の
方
形
木
椰
に
転
用
さ
れ
た
木
製
塔
婆

で
あ
る
。
的
は
七
周
忌
の
追
善
供
養
の
た
め
で
、
⑭
は
か
な
り
不
明
瞭
で
あ
る

が
、
三
周
忌
の
追
善
供
養
と
推
測
さ
れ
る
。
副
葬
品
に
櫛
が
あ
り
、
墓
誌
か
ら

も
被
葬
者
は
女
性
と
判
断
さ
れ
る
。

口
は
甕
棺
の
副
葬
品
で
あ
る
木
札
に
梵
字
を
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
段

に

「ず
す
離

（薬
師
如
来
と
、
右
に

「ギ
事

（阿
弥
陀
如
来
と
、
左
に

「”
（大
日
如

来
・
弥
勒
菩
薩
か
と

を
書
く
。
副
葬
品
に
櫛
が
あ
り
、
被
葬
者
は
女
性
と
推
定

さ
れ
る
。
ω
は
円
形
木
棺
に
転
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
桶
の
側
面
に
墨
書
し

た
も
の
。
⑩
は
方
形
木
棺
の
副
葬
品
で
あ
る
羽
子
板
に
墨
書
し
て
お
り
、
被
葬

者
は
女
性
と
推
定
さ
れ
る
。
④
は
木
蓋
に
墓
誌
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
工
事
立

ち
会
い
に
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
埋
葬
形
態
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
接

し
て
出
土
し
た
石
蓋
が
、
そ
の
墓
誌
か
ら
同

一
の
埋
葬
施
設
に
使
用
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
奏
棺
の
蓋
と
判
断
さ
れ
る
。

人
名
を
記
し
て
い
る
の
が
⑪
の
の
墓
誌
、
⑭
⑮
い
の
木
製
塔
婆
、
⑫
の
巡
礼

札
で
あ
り
、
⑩
の
墨
書
も
女
性
名
と
推
測
さ
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。

④
の
被
葬
者
は
、
石
蓋
の
墓
誌

「誠
泰
院
安
政
五
戊
午
歳
十

一
月
十
三
日
卒

俗
称
　
都
筑
十
左
衛
門
成
基
」
か
ら
、
本
名
を

「都
筑
十
左
衛
門
成
基
」
と
い

い
、
「成
基
」
を
戒
名
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
五
三
二
号
遺
構
の
被

葬
者
も
、
甕
棺
の
石
蓋
の
墓
誌

「都
筑
家
六
代
十
左
衛
門
妻
　
竣
墓
院
　
文
久

二
戊
年
　
七
月
六
日
」
か
ら
都
筑
氏
で
あ
る
。
慶
安
寺
檀
家
の

「都
筑
氏
」
は
、

徳
川
幕
府
の
御
家
人
と
し
て
江
戸
町
奉
行
の
与
力
職
の
家
柄
で
、
近
年
そ
の
子

孫
か
ら

「過
去
帳
」
な
ど
の
史
料
が
江
戸
東
京
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
「過

去
帳
」
な
ど
か
ら
は
都
筑
氏
が
名
前
に

「成
」
を
通
字
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
⑭
の

「成
親
」
は
戒
名
で
あ
る
が
、
い
か
ら
類
推
す
る
と
、
「成
親
」

が
元
来
本
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
「成
」
を
有
す
る
こ
と
か
ら
都
筑
氏

一

族
の
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
同
じ
五
三
二
号
遺
構
に
使
用
さ
れ
て
い
る

⑮
い
の
供
養
対
象
者
も
、
都
筑
氏

一
族
と
思
わ
れ
、
成
人
女
性
で
あ
る
か
ら
お

そ
ら
く
嫁
で
あ
ろ
う
。
的
の
裏
面
に
見
え
る
施
主
の

「平
賀
氏
」
が
実
家
と
も

推
測
さ
れ
る
。

ま
た
⑩
の
墓
誌
は
都
筑
氏
の

「過
去
帳
」
に
見
え
る

「慶
寿
院
積
室
妙
善
比

丘
尼
　
寛
政
人
丙
辰
年
七
月
　
御
俗
名
芳
子
小
笠
原
長
道
妻
井
幻
影
童
子
之

母
」
に

一
致
し
、
こ
の
被
葬
者
も
都
筑
氏

一
族
と
判
断
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
⑩

の
六
〇
四
号
遺
構
は
、
五
三
二
号
遺
構
に
近
接
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

台
東
区
池
之
端
七
軒
町
遺
跡
調
査
会

『池
之
端
七
軒
町
遺
跡
調
査
報
告
書

（慶
安
寺
跡
運

（
一
九
九
七
年
）

台
東
区
池
之
端
七
軒
町
遺
跡
調
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